
 

 

制 度 の 名 称 生活保護 

支 援 の 種 類 給付・還付、現物支給・現物貸与 

制 度 の 内 容 

●生活に現に困窮している方に、生活の保障と自立の助長を図ることを目的に、困窮の程度に

応じて必要な保護を行うものです。 

●生活保護の受給にあたっては、各種の社会保障施策による支援、不動産等の資産、稼働能力

等の活用が保護実施の前提になります。また、扶養義務者による扶養は保護に優先されます。 

●生活保護は、生活扶助、教育扶助、住宅扶助、医療扶助、介護扶助、出産扶助、生業扶助及

び葬祭扶助から構成されています。医療扶助及び介護扶助は、医療機関等に委託して行う現

物給付を原則とし、それ以外は金銭給付が原則です。 

●保護の基準は、厚生労働大臣が設定します。 

 生活扶助額の例（※令和４年４月１日時点） 

 東京都区部 地方郡部等 

３人世帯（33歳、29歳、４歳） １５６,９９０円 １３７,８６０円 

高齢者単身世帯（68歳） ７６,８８０円 ６５,２００円 

高齢者夫婦世帯（68歳、65歳） １１９,９２０円 １０４,７９０円 

母子世帯（30歳、４歳、２歳） １８８,７８０円 １６６,５９０円 

※児童養育加算、母子加算を含む。 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/ 
seikatuhogo/index.html 

活用できる方 ●資産や能力等すべてを活用した上でも生活に困窮する方が対象です。 

お問い合わせ 

都道府県、市又は福祉事務所設置町村の福祉事務所 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/ 

fukusijimusyo/index.html 
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